· ☆☆　那覇市版　小中連携カリキュラム　について　☆☆☆　
＜　はじめに　＞

那覇市の市立小・中学校は、文科省より研究開発学校（英語教育）の指定を受け（Ｈ１５年～２０年）、研究を推進しています。

小学校においては、１学年から６学年まで、週１回以上（学校により異なる）の英語の授業を行っています。小学校における英語の授業は、市のカリキュラム「小学校英語科　学習指導案集」（那覇市立教育研究所ＨＰに掲載）に基づいて行なわれ、音声を重視した「聞いたり話したりするコミュニケーション活動・異文化理解」が中心です。（文字指導は、含まれていません。）
中学校では、小学校英語との連携を図りながら音声重視の言語活動を展開し、学習指導要領に示された中学校外国後科の目標の達成を目指します。
　
	＜那覇市の小学校英語科の目標＞
　　英語活動を通して

（1） 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。

（2） 英語の特徴に（音声・リズム・イントネーション）に慣れる。

（3） 英語を聞くことや話すことに慣れ親しみながら、話し手の意向を理解したり、英語による簡単な言い回しやコミュニケーションの仕方を身につける。

（4） 自国や外国の文化や生活に関心を持ちながら、他者を理解し協力しあう態度を身につける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜中学校外国語科の目標（学習指導要領）＞
　　　外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。


	＜小学校の評価の観点　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜中学校の評価の観点＞
　（１）英語への関心・意欲・態度　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　（２）コミュニケーション力（態度・表現力）　　　　　　　　　　　（２）表現の能力　（話すこと・書くこと）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）理解の能力　（聞くこと・読むこと）

　（３）外国の言葉・文化に親しむ（異文化理解）　　　　　　　　（４）言語や文化についての知識・理解


＜　小中連携　＞

小中連携を推進するために、小中における相互授業参観を実施し、小中の教師が授業参観や研究会を通して情報交換を行い、教師間の連携を図ります。また、小中の合同授業等において、小学生と中学生の交流等を通して、子どもが小中の英語がつながっていることを実感し、コミュニケーションに対する意欲や態度の向上を図ります。
＜　小中連携カリキュラム　＞
中学校においては、小学校で子どもが慣れ親しんできた小学校英語の言語材料や音声重視の指導方法を、授業でつないでいくことで、小中連携の効果を高めていきたいと考えました。そこで、小学校から中学校で扱う言語材料を活用したカリキュラムを作成しました。小学校では、場面を設定した活動が主となるため、場面に基づく言語材料に絞って構成してあります。
●　場面について
カリキュラムは、８つの場面に絞って、小学校と中学校の言語材料を、連携させています。７つの場面は、「中学校学習指導要領の第２章第２節（2）言語活動の取り扱い－ア－３学年間を通した全体的な配慮事項　・・・言語の使用場面の例－a特有の表現が使われる場面」より、「大好きな沖縄」の場面は、郷土の題材をオリジナルとして加えてあります。

●　中学の言語材料の取りについて
学習指導要領における「言語活動の指導事項」の「３学年を通した段階的で幅広い言語活動繰り返し行われること」より、小学校から英語活動をしてきた生徒の学習の深まりを目指して、学年の枠をはずし、中学１年～中学３年までの言語材料をプールにして扱っています。
	＜　小中連携カリキュラム　場面における言語材料の系統表　＞　・・・・　教師用

小学１年～中学３年までの、場面における指導内容と言語材料を、大まかに把握するための一覧表です。場面は全部で８つからなります。下から上へ一覧することで、小学校での言語材料が、中学校に多く含まれていることが分かります。
小学校においては、「聞く・話す」活動をとおして、英語に慣れ親しむことに重点を置いているため、「定着」までは、含まれていないことを認識することも大切です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各場面における言語材料を用いて言語活動ができるようなワークシートを２種類作成しました。「じゃんじゃんインプット」と「チャットバルーン」です。前者は基礎的・基本的な表現に重点をおいたワークシート、後者は基礎基本に自分でプラスαを加えながら、会話をふくらませていく応用的なワークシートになっています。学校・クラスの生徒の実態に合わせて活用して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	＜　じゃんじゃんインプット　＞　・・・・　生徒用の言語活動シート（基礎）　
ペアで繰り返し練習することで、使えるようになることが目的です。
①ペアで役割を決めて会話の練習をする。②暗記または読めるようになったら、チェック覧にチェックする。③１つのコースが終わったら、次のコースへと進んでいく。　進度はペアにゆだねられているので、理解の速い遅いに関係なく、自分たちに合ったコースから取り組めるようになっています。


	＜　チャットバルーン　＞　・・・・　生徒用の言語活動シート （応用）
風船がどんどん膨らんでいくように、ペアで会話が弾み話がどんどん膨らんでいくようになイメージです。風船を自由に組み合わせながら、オリジナルな表現を加えていけるシートになっています。場面におけるいろいろな状況を、想像し・考え・コミュニケーションする、ことを目的としています。　ペアで活動し、活動後、使えるようになった表現をチャレンジシートにチェックしていきます。




＜　Can-do card　 ＞　・・・・　自己評価表
生徒の自信や意欲を高める目的の自己評価表です。小学校～中学校までの各段階で、各場面における到達目標が示されています。生徒は、場面学習の始まる前と終わった後に、チェックすることで、自分ができること、できるようになったこと、また、何ができるようになればいいのかが、一目でわかります。
☆☆　留意点　☆☆
　　　●　ワークシシートは、そのまま使っても、学校や生徒の実態にあわせて、各自のアイディアで使いやすく加工してもＯＫです。　（那覇市立教育研究所のＨＰで掲載されています。）
　　　●　単なるパターンプラクティスで終わってしまわないように、慣れてきた段階で、プラスαの表現も加えてみるように子どもに促す。
　　　●　会話だけにとどまらず、ワークシートの表現等も活用して、スキット等の「書く活動」も取り入れていく。

＜ワークシートの使い方の例　＞

　　　　　①ウォームアップで１０分ほどの練習。
②プラス１で扱う。
③ドリルとして５分程の視写を１週間ほど行う。
④じゃんじゃんインプットやチャットバルーンの表現を活用して、スキットやスピーチ作成
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